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はじめに
将棋類と同様に東西世界に広く流行した盤上遊戯に雙六類 ）がある。まずはエジプトのセ
ネト（ 枡目 列）（写真 ）として確立し、その後、 枡目 列へと変化した。そこからギ
リシャ・ローマ時代のタブラ（ 枡目 列）（写真 ）に代わり、その後、ローマ時代のアレ
アもしくはタブラ（ 枡目 列）（ ）（挿図 ）へと変化したとされるのが一
般的である（谷岡 ）。現在もバックギャモンが世界中で遊ばれているが、雙六
も古くは日本にもたらされ、定着し、江戸時代までは盛んに遊ばれた様子が窺える。しかしな
がら、江戸時代でほぼ流行は終了し、現代では日常的に遊戯者を見かけることはできなくなっ
た。
日本の歴史上でも既に都が飛鳥に置かれていた朱鳥 年（紀元後 年）に雙六の禁止令が
出されており、この時には賭博を伴う流行した遊びであったことが知られている（増川
雙六の伝来経路に関する再検討
清 水 康 二
写真 アメンホテプ 世墓出土 紀元前 世紀
ブルックリン美術館蔵 ウィキペディア セネ
ト から転載。
写真 アフロディシアス出土 紀元後 世紀頃
から転載。
）。この流行は貴族層に深く浸透して
いたようで、 世紀の正倉院御物には 面の
雙六盤が納められており、その工芸上の技術
水準と共に当時の上流階級の豪華な遊びの一
端を示している。
この正倉院御物にみられる雙六盤に 種の
形態があることが指摘されている。花弁状の
枡目が北方系で長方形の枡目が南方系とされ
る（増川 ）。北方系の例が木画紫
檀雙六局 面で南方系が木画螺鈿雙六局と榧双六局である。これは増川のボロブドゥール遺跡
の遊戯盤のレリーフ発見と関係するものである（増川 ）。当初の増川の認識
では増川が仮に ナルド と呼んだこの種の盤上遊戯は、インドでは広汎に流行しなかったと
推定したが、その後の研究ではインドにおいても多くのレリーフを中心とした資料が紹介され
ている（ ）。問題は枡目の形状の比較を中心とした雑駁な分類にもかかわらず、正倉
院の雙六盤とボロブドゥール遺跡の遊戯盤、そして中国の宋代成立とされる 譜雙 に見られ
る挿図を関連づけて、西方から日本への雙六伝来経路に東南アジアを組み込んだことである。
当初は、 花弁状の枡目が北方系、長方形の枡目が南方系とするならば、正倉院には両方の系
統の雙六盤が収納されている と控えめな評価であったが（増川 ）、その後に
は、中国湖南省岳陽市の桃花山唐墓出土の雙六盤明器を証拠の一つに加え（湖南省文物研究所
、増川 ）、 双六盤は北東アジアと東南アジアの両方からもたらされた
‥ とし、 正倉院の遊戯盤は陸と海のシルクロードの終点‥ と述べている。（増川
）。
ここで注意すべきなのは、盤上遊戯の伝来経路として東南アジアを重視し、海のシルクロー
ドとの関連を強調する点である。この史観は本来、将棋の東南アジア伝来説 ）が広報された
時に成立したもので、日本将棋の伝来経路について将棋とタイのマックルックとの類似からイ
ンドから日本に至る過程で東南アジアを経由したと想定したものである。日本で最初に東南ア
ジア伝来説を唱えたのは、ゲーム作家のアレックス・ランドルフであったが（ランドルフ
）、その後、彼の説を一般に広めたのは、増川宏一と大内延介である ）（増川 大内
）。つまりは、正倉院の雙六盤に東南アジア系統の雙六盤が存在するという発想は、将棋
の東南アジア伝来説から派生したものと考えて良い。
挿図 ゼノの遊戯盤想定復元図 紀元後 頃
（ ）から転載。
この論攷では将棋の東南アジア伝来説と密接にかかわり、今では盤上遊戯が海上交通路で東
南アジア 中国を経由して日本列島へもたらされた事例として示されることのある雙六を俎上
にあげ、現状の資料で雙六の東南アジア伝来説が成立するかどうかを検討する。
．正倉院雙六の 種と東南アジア伝来説の再検討
正倉院宝物には雙六盤とされるものが 面収蔵されている。そのうち、南倉に所蔵される
枡 列の 沈香木画双六局 は、盤面の構成から雙六局かどうか疑問であるとされている（増
川 ）（写真 ）。筆者の見解も同様で、盤面構成からして雙六盤の可能性は低いと
思われる。これを除くと紫檀木画双六局（北倉）（写真 ）、紫檀木画双六局（中倉）（写真
）、木画螺鈿双六局（中倉））（写真 ）、榧双六局（中倉）（写真 ）の 面が検討対象にな
る。増川の分類によれば ‥花弁状の枡目が北方系‥ 、 ‥長方形の枡目が南方系‥ とされ
ている。したがって、 面の紫檀木画双六局
が北方系、木画螺鈿双六局と榧双六局が南方
系ということになる。後者 面のもととなる
雙六が東南アジア経由で中国大陸に伝わり、
最終的に日本へと伝来したという理解であろ
う ）。両者の違いは、枡目の形状以外に、前
者では雙六子がボーリングのピンに似た形状
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写真 紫檀木画双六局 （正倉院中倉）紀元後
世紀頃（奈良国立博物館 ）より転載
写真 沈香木画双六局 （正倉院中倉）紀元後
世紀頃（奈良国立博物館 ）より転載
写真 紫檀木画双六局（正倉院中倉）紀元後
世紀頃（奈良国立博物館 ）より転載。
写真 木画螺鈿双六局（正倉院中倉）紀元後
世紀頃 （奈良国立博物館 ）より転載。
写真 榧双六局（正倉院中倉）紀元後 世紀頃
（奈良国立博物館 ）より転載。
写真 韓半島の雙六（韓国 国立民俗博物館
蔵）
の雙六子を使用する韓半島の雙六と類似してお
り（写真 ）、正倉院にはピン形の雙六子こそ
残されていないが、類似した双六子が納められ
ていた可能性がある。これに対して、木画螺鈿
双六局と榧双六局の形態、方形の枡目や盤面の
構成からも中世以降近代まで続く日本の雙六の
原型と見なしてよいだろう（挿図 ）。
このように 種の雙六盤が正倉院宝物として
納められていること自体は事実であるが、北方系
とされる雙六盤（以後、 型雙六盤と仮称））
が北方経由で中国へ伝わり、南方系とされる雙
六盤（以後、 型雙六と仮称）が東南アジアを
経て中国に伝わったかどうかが問題となる。こ
れを検証するには、現在主張されている幾つか
の根拠を検討する必要がある。
ここで、 型雙六盤を定義すると円形あるいは花弁状の枡目を持ち、盤長辺中央に各一個の
三日月、あるいは半円形の城があり、枡目列の間には空間があることと定義できよう。駒は後
世になればボーリングのピンの様な形状の駒が用いられるものがある。 型雙六盤について
は、方形の枡目を持ち 列の枡目の間には空間が有り、三日月形あるいは半月形の城を持たな
いものと定義できる。後世になると駒は薄い円筒形のものとな
る。
ボロブドゥールのレリーフに描かれるゲーム盤に関しては、
増川の指摘の後、 がインド各地の遊戯盤レリーフと比較
して、その類似を再確認している（ ）（挿図 ）。こ
の検討結果らも 枡目 列のボロブドゥールの遊戯盤がインド
に見られる 枡目 列で枡目列の間に空間のない盤上遊戯（以
下、インド系遊戯盤とする。）と同一の系譜と見なして問題な
い（挿図 ）。しかしながら、正倉院の 型雙六盤とは盤面構
成において大きな差が存在している。確かに方形の枡目という
ことは共通するが、大きな違いは、インド系遊戯盤は 列の枡
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挿図 水橋金広・中馬場遺跡出土 紀元後
世紀中頃 後半 （湯原 ）から
転載。
挿図 ボロブドゥールの遊
戯盤 紀元後 世紀末頃
（ ）から転載。
目が接しているのに対して、 型遊戯盤は 列の枡目の間
に空間が存在することである。この違いを見ると、ただ、
枡目の形の類似のみによって、 型遊戯盤の祖型がインド
系遊戯盤であるという推定には躊躇を覚える。例えば中央
アジアには枡目の数は 型雙六盤と異なるが 列で枡目の
間には空間が存在する遊戯盤関係資料が紹介されている
（ ）（挿図 ）。紀元後 世紀頃とされるサ
サン朝の銀鋺に描かれた遊戯盤は（挿図 ）、 型遊
戯盤と同様に方形の枡目で枡目列の間には空間がある。し
かしながら、枡の駒数は各辺 枡である。両長側辺の枡目
数が異なるが、 型雙六盤と盤面 列間の空間を重視すれ
ば、インド系遊戯盤よりも、これらの中央アジア及びイラ
ンの遊戯盤の方が 型遊戯盤の類似度が高いと言える。
加えて、中国南方にインド系遊戯盤が伝わった証拠とさ
れる桃花山唐墓の雙六盤明器であるが、明器という資料的
な限界はあるものの、 型遊戯盤ではなく 型遊戯盤との関係を考慮すべき事は一目瞭然であ
る（挿図 ）。しかしながら、問題は湖南省 ‥岳陽市は長江の流域にあるので、‥南方の海
路によって伝えられた可能性が大きい。 とすることである（増川 ）。まず、
年代の検討をしてみると、この推定が成り立ちにくいことがわかる。桃花山雙六盤明器の年代
は初唐の紀元後 世紀前半と推定されている。正倉院の 型雙六盤は奈良時代であるから、
挿図 ．アジャンタ石窟 紀元後 年 ．ソンドニー寺院 紀元後
年 ．シルプール出土 紀元後 年 （ ）から転載。
挿図 中央アジアとイランの遊
戯盤（ ）から転
載。
パイケント 紀元後 世
紀 ササン朝銀椀 紀元後
世紀頃 ペンジケント 紀元後
ボブリンスキー 紀元後
水差し 紀元後
（エルミタージュ蔵）
型雙六盤との年代関係に矛盾はな
い。しかしながら、ボロブドゥー
ルのインド系遊戯盤は、レリーフ
が描かれたストゥーパの建築年代か
ら早くても紀元後 世紀末のもの
と想定される ）。したがって、イ
ンド系遊戯盤から 型雙六盤が成
立したと考えると、年代関係に矛
盾が生じるが、古い型式の遊戯盤
が新しい型式の遊戯盤が現れた以
後も遊ばれることはあり得るので
決定的な根拠とはならない。ま
た、インド系遊戯盤にもエローラ
石窟（カイラーサ寺院）の資料は（挿図 ）、枡目の間に狭い空間が存在するものもあるが、
これを除けば空間のないものばかりであり、この資料のみをもって 型雙六盤の祖型と判断す
ることはできない。この資料の年代も 世紀後半とされており（ ）、 型雙六盤の前
型式におくことは難しいものと考える。方形の枡目を持ち間に空間を持つ遊戯盤は前述したよ
うに中央アジアで数多くその痕跡を残している。
次に 譜雙 を検討してみる。 譜雙 は洪遵が記したとされるもので、序文に成立年代が
記されており、 紹興辛未 （紀元後 年）に記すとある。南宋の書籍目録である 直斎書録
解題 には 譜双 十巻と記載されているが、陶宗儀の編纂した明初の類書である、 説郛
には五巻本で収録されている ）。これによれば、 直斎書録解題 に 譜雙 の書名があるこ
とから、内容はともかく、 世紀前半頃には同名の書籍が存在したことがわかる。
譜雙 の雙六画像を紹介した増川によれば、 双陸の図をみると明らかに北方系と南方系
に分かれて‥ いるとし、 ‥枡目に対角線を記すなどは南方系の双陸の特徴‥ とする。（増
川 ）。確かに 北雙陸盤 （写真 ）の図像は城の存在も含めて正倉院の 型
雙六盤と共通する。駒もピン形である。増川が南方系とする 広州雙六盤 （写真 ）はイン
ド系遊戯盤と同様に枡目列の間に空間がない点は共通するものの、インド系遊戯盤の長辺の長
さに比べて短辺が短く幅が狭いのに比べて、 広州雙六盤 は短辺の長さが相対的に長く、幅
が広い構成となっている。しかしながら、駒は 型雙六盤との関係が深いピン形のものが描か
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挿図 桃花山唐墓 紀元後 世紀前
半 全長 （湖南省文物研究所
）から転載。
挿図 エローラ石
窟 紀元後 世紀
後 半 （
）から転載、
一部改変。
写真 北雙陸盤 写真 広州雙陸板
写真 大食雙陸毯 写真 真臘闇婆雙陸板
写真 日本雙陸
写真 早稲田大学 譜双 巻第 洪
遵［撰］ 古典籍総合データベース より、画
像資料を一部改変して合成。
（
）
れている。
増川はアラブあるいはイスラム教徒を指す大食の 大食雙陸毯 （写真 ）カンボジアの一
部と真臘とジャワを指すという闇婆の 真臘闇婆雙陸板 （写真 ）を含めて、枡目に対角線
を記すことから ‥ボロブドールの浮彫りにあったナルドとかなり共通点がある‥ と南方系
の雙六盤としている（増川 ）。しかしながら、これらの図像の成立時期を仮
に 世紀中頃としても、特に中国外の雙六盤図像の正確性をどれほど評価して良いかどうかは
難しいところがある。例えば 大食雙陸毯 広州雙六盤 には 型遊戯盤と関係の深いピン
形駒が使用されている。加えて 大食雙陸毯 には狭いながらも 型雙六盤の枡目列の間に見
られる空間が存在している。また、表題は無いが 日本雙陸 （写真 ）とされる雙六盤の図
は、増川は ‥掲載図は納得できない。（増川 ）とするように日本の雙六盤とは
異なっている。ちなみに 広州雙六盤 は各辺 枡が示され、 大食雙陸毯 は各辺に
枡が示されている。このようにみると、 広州雙六盤 とボロブドゥールの遊戯盤の類似は枡
目が方形で盤面に対角線が引かれているということにすぎない。さらに問題となるのは、増川
が南方系雙六盤とし、 譜雙 の画像資料やボロブドゥールの遊戯盤よりも年代の古い桃花山
唐墓の雙六盤や正倉院の 型雙六盤には、盤上に対角線が存在しないことである。 の集
成したインド系遊戯盤にもボロブドゥールの遊戯盤を除くと盤上に対角線を描くものは存在し
ない ）。
次に東南アジア、タイの雙六を検討する。盤上遊戯の東南アジア伝来説において、タイは重
要な地域である。先述した将棋に関する東南アジア伝来説の根拠は、タイの将棋マックルック
との類似によるものであり、将棋の東南アジア伝来史観から生まれ、それを補強する資料とさ
れるものが雙六の東南アジア伝来説である。タイでサカと呼ばれる雙六は、現在ほとんど遊ば
れていないようで、タイ人に情報提供を求めてもなかなか情報を得られない状況である。現在
まで知り得たサカの資料を紹介する。
一つ目はバンコク国立博物館に収蔵されている資料である（写真 、 ）。製作年代はラタ
ナコーシン時代（紀元後 年）とされている ）。盤はほぼ正方形に近く、駒は器高の
低い円筒形である。駒は双方とも白色系なので違いがわかりにくいが、色分けで敵味方を区別
している。駒数は双方 であるが、展示品においては欠けている。枡目は駒が固定されるよう
に半円形の造り出しとなっている。賽子は 個を用いて、賽子を入れて投げる長い円筒形のツ
ボが敵味方各一個ある。注目すべきなのは、盤上に北方系雙六盤の特徴とされる城が各辺の中
央に つずつ配置される点である。花弁状の形状をして立体的に造り出されており、中国や韓
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半島に見られる盤上に描かれるのみの典型的
な三日月形ではないものの、明らかにそれら
と関連する城として良いものである。
次に大阪商業大学アミューズメント産業研
究所の収蔵資料がある（写真 ）（大阪商業
大学アミューズメント産業研究所 ）。タ
イの学校教材として販売されていたもので、
バンコク国立博物館収蔵品と大差は無い。盤
も同じように正方形に近い。駒の色分けは白
と黒である。駒は双方 個である。枡目の代
わりに駒の位置を安定させる造り出しも同様
の形状となっている。二つの賽子を振る為の
細長い円筒形のツボも双方に一つずつ備えられている。この他に、雙六用具を入れておく円筒
容器がある。城はバンコク博雙六盤の形状よりも簡略化しているが、やはり立体的に造り出さ
れている。
この つのサカ資料をみると、大きくは盤面、用具共に違いがない。近年まで遊ばれ続けて
きたタイ雙六の姿を示しているとして良いものと思われる。桝目に関しては 型雙六盤と異な
り方形ではないことに加えて、注意するべき点は城の存在である。これは中国大陸や韓半島、
正倉院の 型雙六盤に確認できる三日月形の城と類似するものと考えてよかろう。古くはギリ
シャ、ローマの 枡目 列のタブラに見られる半月形の城が東アジアにおいては三日月形と
写真 サカ バンコク国立博物館 筆者撮影 写真 サカ バンコク国立博物館 筆者撮影
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産業研究所 ）より転載。
なったものである。サカの花弁状の城と三日月形城との前後関係を論じることは今のところで
きないが、明らかに両者はタブラの半月形城から変化したものとして良い。この三日月形の城
は 型雙六盤の重要な構成要素であり、増川の言う北方系雙六盤に見られるものである。この
ような北方系雙六とされるものが東南アジアに見られることは、南方系雙六盤とされるもの
が、東南アジアを経由して中国を経由した後に日本へと伝えられたとする東南アジア伝来説を
疑わせるに充分な証拠である。
以上のことから、 型雙六盤については、
桃花山唐墓出土雙六盤明器の存在から、中国
において 世紀前半には成立していたことが
確認できる。系譜としては方形枡目と枡目列
の間の空間を重視して、中央アジア、イラン
系の遊戯盤との関係も考慮すべきと考える。
加えてローマ時代のアレアもしくはタブラに
使 用 さ れ た 遊 戯 盤 と （
）（挿図 ）、加えてイスラム圏の
ナルド（ ）の盤面は（増川
）、正倉院の 型雙六盤と城の有無を
除けばしている。それ以上に、 型雙六盤とバックギャモンの盤面が酷似することに注意を払
うべきである（写真 ）。 桝目 列の城を持つアレアから城が除かれてバックギャモンの祖
形が成立すると考えることができるが、 型雙六盤はまさにアレアが東方に伝わったものと考
えるのが自然であり、 型雙六盤の前段階に、ボロブドゥールの遊戯盤を先行形態として置く
必要はまったくないのである ）。
．まとめ
正倉院の雙六盤に 種があるのは明白で有り、この論文ではそれぞれを 型雙六盤、 型雙
六盤と呼称した。日本には 型雙六盤と 型雙六盤が伝えられたが韓半島とは異なり、 型雙
六盤は流行せずに 型雙六盤の後継雙六が遊ばれ続けたことが知られている。 譜雙 の 北
雙陸盤 によれば 型雙六盤が中国大陸の北部で長らく遊ばれ続け、韓半島でも近代まで遊ば
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れてきた可能性もあるものの、タイのサカが 型遊戯盤の系譜にあり、また、 型雙六盤の歴
史的分布に関しては、今のところはっきりしないと言わざるを得ないことからすれば、単純に
分布の範囲を北方と南方に分けることは現段階においては躊躇せざるを得ない。確かに桃花山
唐墓以外に資料の存在しない現在では、 型雙六盤が中国南方で流行した可能性がある。しか
しながら、資料数が少なすぎるため、そのように断定することは危険であろう。むしろ、中央
アジアに類似の遊戯盤が確認されることから、少なくとも伝来経路について海上交通を利用し
た東南アジア経由に限定する必要はない。
ボロブドゥールの遊戯盤と正倉院の 型雙六盤の枡目が方形であることをもって、 型遊戯
盤の祖型がボロブドゥールの遊戯盤の祖型と想定したり、二者の間に密接な関係を想定したり
することは、現在の資料からは不可能である。先述したように、ボロブドゥールの遊戯盤を含
むインド系遊戯盤と 型雙六盤の類似よりも中央アジアの資料にみられるタブラもしくはアレ
アとの関係を有すると考えられる二列の枡目間に空間のある遊戯盤のほうが、 型遊戯盤と類
似している。アレアから方形の城が除かれてバックギャモンの祖型が誕生すると思われるが、
これが東方に伝わったものが 型雙六盤であろう。 型雙六盤の成立前段階にボロブドゥール
の遊戯盤を加えるのは、まさに蛇足というものである。
また、ボロブドゥールの遊戯盤の年代よりも桃花山雙六盤明器や正倉院の 型遊戯盤の年代
の方が遙かに古い点も両者の関係を否定する有力証拠である。インド系遊戯盤と 型雙六盤を
つなげようとすれば、インド系遊戯盤が早く中国に伝わって、中国においてインド系遊戯盤が
変化して 型雙六盤が誕生したという解釈が必要となるからである。
ボロブドゥールの遊戯盤と 譜雙 に描かれた 広州雙六盤 は確かに類似した印象を受け
るが、 広州雙六盤 の方形の枡目や枡目の対角線のみで直接的な関係を断定するのは少し無
理であろう。インド系遊戯盤から 型雙六盤が誕生したという立場ならば、枡目列間の空間が
生じるという大きな盤面の変化を想定するわけだが、逆に 型雙六盤から枡目間の空間が消失
して、 広州雙六盤 が誕生するという推定さえも可能だからである。今後、文献批判を通じ
て 譜雙 及び収載される雙六挿図の成立時期などを検討していく必要があろう。
東南アジアのタイに北方系とされる 型雙六盤が存在するのは、 型雙六盤の東南アジア伝
来説と大きく矛盾する事実である。今のところ近現代の資料しか検討できないが 今後は東南
アジアの雙六を調査する必要があるものと思われる。
以下、今回明らかになったことを箇条書きにしておく。
．ボロブドゥールの遊戯盤と正倉院の 型雙六盤を同系譜の遊戯盤であると想定されてい
たが、両者には直接的な関係を認めがたい。
．東アジア地域に近接する地域としては、中央アジアにおいて枡目数は異なるものの、
型雙六盤に類似する遊戯盤が存在する。
．東南アジア、タイのサカに使用される雙六盤は 型雙六盤の系譜に属し、これまで北方
系とされていたものである。
． 型雙六盤の成立は、現状では中国において 世紀前半には成立していたことが判明し
ているが、その原型はローマ時代の 桝目 列のアレアもしくはタブラと想定され、それ
らの盤面から城が取り除かれたものが東方に伝わったものであろう。
．雙六類の東南アジア伝来説を定説とすることはできない。
今回の検討を通して、正倉院の雙六盤に南方系と北方系があり、南方系とされる雙六盤は、
東南アジアを経由して日本に伝わったという東南アジア伝来説を検討した。現状の資料では、
雙六類の東南アジア伝来説は、定説とするにはあまりにも頼りないものであることが判明した。
今後はより詳細にアジアにおける雙六盤の分布と年代比定型式分類を通じて、 型雙六盤、
型雙六盤、インド系遊戯盤、中央アジアの遊戯盤などの系譜を確定していく必要がある。
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〔注〕
）増川の用語使用法に従って、エジプトのセネトをもとに東西に広がったバックギャモン系統の盤上遊戯
で、日本に伝播したものを 雙六 とし、これに対して絵双六は 双六 としているが、所蔵品の固有名に
関しては所蔵先の名称にしたがった（増川 ）。増川は中国の雙六に関しては 双陸
とするが、ここではこの用語は採用しないで、 雙六 とする。
雙六の伝来経路に関する再検討
）当初の東南アジア伝来説は、東南アジアから日本列島への直接的な伝播を想定していたようだが、現在で
は、将棋がマックルック等の東南アジアの将棋類から影響を受けていると主張する者も東南アジアから日本
列島への直接の伝来を考えず、中国南方を経て日本列島への伝来を考えている。
）アレックス・ランドルフの文章は、ごく短いものだが、マックルックと将棋の類似点と差異を述べ、東南
アジア伝来説の成立根拠を的確に示している（清水康二 、 ）。彼の追随者は有効な根拠を示していな
い。
）この資料は長側辺に沿って中央部が凸面になっているため、弾碁盤の可能性も示されているが、凸面は自
然に生じた歪みとも考えられている（奈良国立博物館 ）。しかしながら、仮にこれが弾碁盤であっ
ても、榧双六盤の盤面は凸面になっていないので、双六盤と考えて問題がない。
）インドから東南アジアに伝わった証拠を示す資料が、ボロブドゥールのレリーフで（増川 ）、
中国南方へ伝わったという証拠を示す資料が桃花山唐墓出土の雙六盤明器ということになろう（増川
）。
）本稿は、伝来経路を検討する目的としているため、 北方系雙六盤 南方系雙六盤 という名称を使用し
ない。今のところ両者の歴史的分布がアジアの北方と南方に分かれる確証は存在しないからである。
）ただし、 によるとボロブドゥールのインド系遊戯盤の年代は 世紀とされている（ ）。
） 古典籍総合データベース の画像を参照。
譜雙に関する情報に関しては、中裕史先生のご教示を得た。
）本文中で述べている中央アジアやイランの遊戯盤に対角線を描くものがあることについて、今後、注意し
ていく必要があるものと考える。
）年代観については、タイ国立ムアンシン歴史公園長のブンニャリット・チャイスワン氏からご教示を得
た。
）バックギャモンと日本の雙六の類似は、遊戯法がよく似ている点やその結果として、どちらの盤を使用し
ても両者の遊びが可能なことからも明らかである。
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